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ＩＴＥＲサイト国内調査条件（案）について 

 
１．背景 
 来年にはＩＴＥＲ建設・運転段階の共同実施に関する公式政府間協議が開始され、ＩＴＥ
Ｒの建設候補地に関する議論が始まる見通しである。現在、原子力委員会ＩＴＥＲ計画懇談
会においてＩＴＥＲの我が国への誘致に関し検討を行っており、まだ結論は出ていないが、
国際協議の進展を考慮すると、ＩＴＥＲを国内に誘致することとなった場合をも想定した
準備を進める必要がある。この一環として、国内の候補地の状況等を的確に把握し、国内誘
致候補地を選定するために必要な調査事項について検討しておく必要がある。 
  
２．検討状況 
 ＩＴＥＲの国内誘致候補地を選定するためには、既にＩＴＥＲ概要設計報告書に掲げら
れているＩＴＥＲサイト要件／サイト設計仮定（参考）への対応状況、その他我が国として
ＩＴＥＲ誘致に必要と考えられる条件が整っていることが必要と考えられる。このため、ま
ず、国内誘致候補地を選定する上で必要とされる情報を整理することが重要である。本資料
は、このような目的のために現在検討を進めているＩＴＥＲサイト国内調査条件の案であ
る。 
 
３．ＩＴＥＲサイト国内調査条件の概要 
 ＩＴＥＲサイト国内調査条件は、ＩＴＥＲサイト国内選定条件及び調査項目から成る。ま
た、ＩＴＥＲサイト国内選定条件は、「基本条件」と「望ましい条件」から成る。これらの
条件は、ＩＴＥＲサイト要件／サイト設計仮定を基礎として、我が国のサイト誘致提案書に
盛り込むことが考えられうる情報（例えば、耐震設計上からの条件、インフラ整備条件等）
を付加したものである。ＩＴＥＲサイト国内選定条件については、ＩＴＥＲサイト要件／サ
イト設計仮定の各項目を検討した上で、「基本条件」と「望ましい条件」に再編している。 
 
 ＩＴＥＲサイトの国内選定では、都道府県がＩＴＥＲ施設の誘致を希望している候補地
のうち、「基本条件」に適合するものを対象とするが、候補地の現状が基本条件に一部適合
しない場合でも、合理的な補完・代替措置が提示できれば、これを排除しないことを検討し
ている。 
 
 本資料は、国内誘致候補地を選定するために必要な調査事項について現在検討中の資料
であり、今後、設計の進捗や専門家の意見等を踏まえて適宜見直される予定である。 
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